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多様な疾病の新治療・予防法開発、食品安全性向上、環境

改善等の産業利用に資する次世代構造生命科学による生命

反応・相互作用分子機構の解明と予測をする技術の創出

【次世代構造生命科学】先端的ライフサイエンス領域と構

造生物学とが融合することで創出される新しい科学。最先

端の構造解析手法をシームレスに繋げ、原子レベルから細

胞・組織レベルまでの階層構造を時間的空間的に解明する

ことで生命反応・相互作用を構造から予測するための普遍

的原理を導出し、それらを駆使しながら生命科学上重要な

課題の解決に取り組む。

戦略目標
平成２４年度の戦略目標として、エネルギー、環境、先制医療等の５つを文部科学省が決定



○ 生体分子相互作用や修飾及び低分子化合物による時間的空間的な

変化を原子から組織レベルまで階層的に捉えることで可能となる

分子認識機構の解明と将来の分子制御、新規分子設計に向けた新

技術の創出

○ 生命現象の本質を司る生体分子間相互作用、機能発現機序を解明

し応用に資するための新たな構造解析法の要素技術の創出

○ 複数の相補的な先端的解析要素技術をシームレスに融合すること

で階層構造ダイナミクスの機能解明と制御を可能にする新たな

多次元研究手法（相関構造解析法）の創出

生命科学と先端技術の異分野融合による研究体制により、以下の目標を

達成する（文部科学省が設定）

達成目標



研究領域の概要
＜研究領域名＞

ライフサイエンスの革新を目指した構造生命科学と先端的基盤技術

次世代

構造生命科学

ライフサイエンス

構造生物学

融合

分子・原子レベル

生命現象レベル

X線解析、溶液構造、NMR、EM。
MS、計算機科学、生体計測、

バイオインフォマティックス

分子イメージング

相関構造解析

先端的解析技術

ケミカルバイオロジー

「構造を解く」 「構造を使う」

医学・薬学

食品安全性

環境向上

生命現象の分子
基盤を解明



＜具体的な研究領域の概要＞

先端的ライフサイエンス領域と
構造生物学との融合

↓
「構造生命科学」と先端基盤技術の創出

階層構造ダイナミクス
（原子レベル～細胞・組織レベル）

解明と予測をするための普遍的原理の導出
↓

生命科学上重要な課題に取り組む



＜募集・選考・研究領域運営にあたっての方針 （１）＞

幅広いライフサイエンスの研究者

卓越した構造生物学的技術を持った研究者

叡智を結集した包括的な研究組織を構築・整備する

ライフサイエンスと構造生物学が
補完的に相互創出しながら

インテグレーションを目指す先端的な研究



＜募集・選考・研究領域運営にあたっての方針 （２）＞

・「構造生命科学」 生命科学上重要な課題

・「構造を解く」研究 「構造を使う」研究への飛躍
実践的な出口研究、未来を志向した基礎的研究

・研究発展に資する基盤的な新規技術の創出や高度化

・生命現象の源である分子基盤の解明とその応用：
その中心分子であるタンパク質のみならず核酸、
脂質、糖など結合体や複合体の構造と機能

・分子識別機構の解明、新規分子設計に向けた
要素技術の創出



＜募集・選考・研究領域運営にあたっての方針 （３）＞

・動植物の病気の新規治療法や予防法の開発

・構造情報を基軸にた創薬に有用なリード化合物の分離

・食品添加物、細菌・ウイルスなどの検査法・予防法・

治療法の開発

・環境問題に配慮した植物の育成、バイオ燃料の開発等

・構造生物学者が代表もしくは共同研究者のチーム構成構造生物学者が代表もしくは共同研究者のチーム構成

・本領域全体の考え方にあったバイオイ ンフォマティクス

・構造生命科学の発展に資する先導的で独自の視点



＜募集・選考・研究領域運営にあたっての方針 （４）＞

相関構造解析法の創出

「相関構造解析」：様々な位置分解能、時間分

解能（ダイナミクス）、天然度（in situ から

in vivo）など分解能や特性の異なる複数の構

造解析技術を組み合わせ、それらの「相関」を

多次元的に解析することで、単一手法では達成

不可能なレベルの重要な生命現象の階層構造ダ

イナミクスを解析する手法。

例えば NMR-X線相関分子解析、蛍光-電子線

相関法解析、結晶構造-小角散乱解析 等



相関構造解析

天然度

ダイナミクス

分解能

動的

静的

高

低

in vitro

in situ

X線結晶
構造

X線結晶
構造

NMRNMR

単粒子解析単粒子解析

クライオ
トモグラフィー

クライオ
トモグラフィー 蛍光（光学）

顕微鏡

蛍光（光学）
顕微鏡

MRI・生体イ
メージング

MRI・生体イ
メージング

X線・中性子小角散乱X線・中性子小角散乱

独立した手法から得られたデータをシームレスにつなぎ合
わせ、時空を超えた階層構造ダイナミクス

バイオインフォマティクス

ケミカルバイオロジー
質量分析



「ライフサイエンスの革新を目指した構造生命科学と
先端的基盤技術」の研究実施体制

CREST研究総括：田中啓二

さきがけ研究総括：若槻壮市

アドバイザー
・ライフ系・構造系・情報系から「CREST」・「さきがけ」各々１０名余

【関連するプログラムや事業】
○ 文部科学省「創薬等支援技術基盤プラットフォーム事業」

解析拠点（若槻壮市）・制御拠点（長野哲雄）・情報拠点（五條堀孝）

○ CREST「生命動態：生命動態の理解と制御のための基盤技術の創出」

研究総括：山本雅

○ さきがけ「細胞機能：細胞機能の構成的な理解と制御」

研究総括：上田泰己

○ 文部科学省科学研究補助金（新学術領域研究）
－「天然変性タンパク質・・・」(H21‐H25) 領域代表：佐藤衛
－「過渡的複合体・・・」(H21‐H25) 領域代表：嶋田一夫
－「構造細胞生物学・・・」(H22‐H26) 領域代表：箱嶋敏雄



「構造生命科学」研究領域 (コア)プロジェクト推進体制

AD AD
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構造系
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Ｘ－ｒａｙ
放射光 試料作成 計算機科学

ＮＭＲ

採択チームＣ

研究代表者
（共同研究者）

AD

プロジェクト推進

＊解析拠点 ・生産領域
・ﾊﾞｲｵｲﾝﾌｫﾏﾃｨｸｽ領域

＊制御拠点
＊情報拠点

CREST・さきがけ 技術基盤

AD
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AD ADAD
領域アドバイザー

ライフ系

研究プラットフォームの構築
（バーチャルインスティテュート）

研究プラットフォームの構築
（バーチャルインスティテュート）

採択チームＢ

採択チームＡ







解析拠点 代表機関 高エネ機構

制御拠点 代表機関 東京大学（薬）

情報拠点代表機関 情報・システム

「創薬等支援技術基盤プラットフォーム推進委員会」

文部科学省文部科学省

解析領域
高エネ機構、ＳＰ８，

北大、阪大

生産領域

バイオインフォ
マティクス領域

ＪＳＴ 平成２４年度 戦略目標 「多様な疾病の新治療・
予防法開発、食品安全性向上、環境改善等の産業利用
に資する次世代構造生命科学による生命反応・相互作
用分子機構の解明と予測をする技術の創出」

構造生命科学と創薬等支援技術基盤プラットフォーム
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領域代表：佐藤衛 (H21‐H25) 



領域代表：嶋田一夫 (H21‐H25) 



領域代表：箱嶋敏雄(H22‐H26) 



平成２４年度 ＣＲＥＳＴ「生命動態」（山本雅）

a



CREST「生命動態」（領域代表」山本雅）との関係



CREST 研究総括からのメッセージ

○ 技術の創出が新しい科学・産業の発展に貢献する！
（産業革命や分子生物学の誕生のように・・・）

○ 真に重要な研究は、基礎研究であれ実用を目指した
応用研究であれ、時間が経過すれば「役に立つ研究」
に成長・発展する！
（しかし時間軸を考慮すれば、異分野研究などとの
連携を深めて、研究の進展を図ることが重要である）

○ ライフイノベーションのシーズの創出！

上記を効果的に遂行するためのロードマップを明確に
した（単なる構造決定研究でなく募集方針を反映した）
実践的な研究提案を強く期待する！



さきがけ： CRESTとの対比

○ＣＲＥＳＴはチーム型、さきがけは個人研究型

○次のいずれかのタイプを推奨

ライフサイエンス研究者： 生命科学上の挑戦的なテー
マを独自の視点で取り組む研究で最先端の構造
生物学的アプローチとの融合を含むもの

構造生物学研究者： 独自に開発した革新的構造機能
解析手法で細胞分子生物学、医学、薬学分野の重要な
課題解決に取り組む研究



さきがけ研究総括からのメッセージ

○ Transformativeな研究に挑戦。

○ 若手「構造生命科学者」の育成

○異分野連携を積極的に取り入れ新境地へ：

ライフサイエンス研究に最先端の構造生物学を
取り入れることで新たな展開。

構造生物学研究者が挑戦的なライフサイエンス
研究にコミット。


